
令和 6年度杉並区施策評価シートⅠ
（　　　）00045

施策 10 快適で暮らしやすい資源循環型社会の実現

目標 03 気候危機に立ち向かい、みどりあふれる良好な環境を将来につなぐまち

施策担当課 ごみ減量対策課 関係課 杉並清掃事務所　環境課

施策目標 ○食品ロスやワンウェイプラスチックの削減等、ごみの排出抑制に対する区民の意識が向上することで、ごみ・
資源の総排出量が着実に減少しています。
○区民によるごみ・資源の分別徹底やプラスチックの新たな資源化等により、環境負荷を軽減する３Ｒ（リデュ
ース、リユース、リサイクル）の取組が一層推進されています。
○ごみ出しに関するルールやマナーが守られるとともに、集積所におけるカラス対策の効果が上がることにより
、まちの美観が向上しています。

活動指標 成果指標

ごみの収集量 ごみ・資源総排出量指数指標名（１） 指標名（１）

可燃、不燃、粗大の収集量 ごみ・資源総排出量について、令和2年度を100として比算式・指標説明算式・指標説明 較【社会】
資源の回収量 区民一人1日当たりのごみ排出量指標名（２）指標名（２）

資源回収量（行政回収分） 年間可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ量÷人口÷365日【算式・指標説明算式・指標説明 社会】
可燃ごみに含まれる生ごみの量指標名（３）指標名（３）
家庭ごみ排出状況調査【社会】算式・指標説明算式・指標説明

指標名（４）指標名（４）

算式・指標説明算式・指標説明

指標名（５）

算式・指標説明

指標名（６）

算式・指標説明

令和 4年度 令和 5年度令和 3年度
区分 単位 目標年度目標値計画実績 実績計画 実績（目標値）

ｔ活動指標（１） 1 97,676 97,230 94,112 95,667 90,362
活

ｔ活動指標（２） 2 31,438 39,714 30,535 39,075 28,982動
指 活動指標（３） 3
標

4活動指標（４）

5成果指標（１） 97.6 97.0 94.0 95.5 89.7 85.0令和12年度

g6成果指標（２） 410g468 465 451 458 432 令和12年度
成

t7 29,900t30,793 32,700 30,793 32,700 26,030成果指標（３） 令和12年度果
指 8成果指標（４）
標
成果指標（５） 9

10成果指標（６）

特記事項事業費 11 千円 4,401,495 4,674,787 4,521,600 4,764,371 4,542,869

施 人件費 12 千円 1,587,046 1,511,412 1,542,176 1,506,507 1,517,680

策 総事業費 13 千円 5,988,541 6,186,199 6,063,776 6,270,878 6,060,549
(11+12)

コ
国・都からの補助金等 14 千円 103,517 36,201 93,678 45,980 106,769

ス
総事業費伸び率 15 ％ 1.3 1.4 △0.1ト （計画、実績の対前年度比）

人件費比率 16 ％ 26.5 24.4 25.4 24.0 25.0
（12÷13）
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　新型コロナウイルス感染症の位置づけが、令和５年５月８日から「５類感染症」になり、コロナ禍
前の生活に戻りつつあることから、今後のごみの排出状況の変化を注視していく必要があります。資
源循環型社会の実現に向けて、区民・事業者・区がそれぞれの責務と役割を果たし、協働しながらご
みの減量と適正分別、資源化の推進を継続していくことが必要です。また、令和６年10月からモデル
実施を予定している、プラスチック使用製品廃棄物の新たな分別回収を円滑に実施するため、モデル

課題・分析 地域の皆様へ新たな分別方法を周知するとともに、回収・中間処理業者との調整・情報共有を適時行
うことが必要になります。
　喫煙マナー違反者数は減少傾向にある中で依然としてルールを守らない喫煙者が見受けられること
から、喫煙ルールの普及・啓発をより一層行っていく必要があります。有害鳥獣等の駆除は、迅速か
つ適切に対応し被害の拡大を抑制する必要があります。

　令和5年度のごみ収集量は、令和4年度より3,750t減少し90,362tとなりました。その結果、区民一
人1日当たりのごみ排出量は432gとなり令和4年度より19g減少する結果となりました。資源回収量は
、34,124tとなり令和4年度より1,894tの減少となりました。ごみ・資源の総排出量は減少傾向が続い
ており、区民・事業者・区の協働による継続した取組の成果の表れと考えます。令和5年度に実施し
た家庭ごみ排出状況調査の結果から、可燃ごみの中の生ごみの量は、26,030ｔと推計されました。食
品ロス削減対策として、フードドライブに提供された食品約13,400個を区内子ども食堂等に提供した
ほか、「食べのこし0（ゼロ）応援店」942店舗（127店舗増）、フードシェアリングサービス「ＴＡ
ＢＥＴＥ」の登録店舗81店舗（17店舗増）と取組店舗を拡充しました。また、「食べのこし0（ゼロ施策の成果
）応援店」のうち61店舗で食べ残しの持ち帰りを啓発する「ｍｏｔｔＥＣＯ（モッテコ）普及推進モ
デル事業」を実施しました。その結果、合計約8.3ｔの食品ロス削減につながりました。
　路上喫煙対策では、マナー違反が多く発生する時間帯や地域等において重点的に指導を行いました
。また、有害鳥獣等の駆除に関する休日・夜間の対応を区公式ホームページに掲載することで、迅速
な対応ができるようになりました。

今後の施策の方向性 拡充
改

　快適で暮らしやすい資源循環型社会の実現に向けて、更なるごみの減量と適正分別、資源化の推進善
に取り組んでいきます。・
　特にワンウェイプラスチックや食品ロスの削減に取り組むこととし、区民を対象に食ロス講座や私見
立学校法人と連携した親子クッキング教室を継続して実施するほか、事業者へは「食べ残し0（ゼロ直
）応援店」における食べ残しの持ち帰り（mottECO）普及推進モデル実施事業を推進するなど、区民し
や事業者の行動変容を促していきます。の 　法を踏まえプラスチックの資源化を一層推進するため、区内全域でのプラスチック使用製品廃棄物今後の進め方方 の分別回収の実施に向けて、令和7年度も3地区でのモデル実施を継続し、その結果を検証し関係者と向 調整していきます。
　また、収集作業の効率化を図るため、収集支援システムの導入に向けた検討を進めていきます。中
　このほか、喫煙者・非喫煙者双方が暮らしやすい生活環境を確保するために、現在のパーテーショ長
ン型から完全分煙型の「公衆喫煙場所」の整備を検討していきます。公害等防止の取組などでは、機期 器の更新時期を迎えていることから、計画的な入れ替え等を検討します。
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令和 6年度 杉並区施策評価シートⅡ（施策を構成する事務事業）
（　　　）0004510】【施策名称 快適で暮らしやすい資源循環型社会の実現【施策 】 ※金額の単位は千円

実整 主行
理 令和 5年度 施策から見た要計事務事業名称 総事業費人件費

画 事番 事業費 事業の方向性
事 業号
業

62,938推進（拡充）安全美化条例に基づく生活環境の改善 ○ 30,049 32,8891425

20,778現状維持カラス・ねずみ・蜂類の駆除相談 14,813 5,9652426

37,526推進（拡充）公害等防止 1,866 35,6603429

55,317推進（拡充）大気や河川水質などの環境実態調査 25,081 30,2364430

○ 27,789推進（拡充）一般廃棄物処理管理事務 4,832 22,9575432

○ 183,773現状維持ごみの減量と資源化の推進 ○ 80,977102,7966433

2,794,721推進（拡充）ごみ・し尿の収集・運搬 ○ 1,839,746954,9757434

2,548,938推進（拡充）資源の回収 ○ 2,466,59982,3398435

328,769推進（拡充）ごみ・資源の排出の適正管理 ○ 78,906249,8639436
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4,542,8691,517,6806,060,549合計

施策を構成する

事務事業に関する特記事項
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